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◎日程第 4 議案第 1 号 北広島団地内小学校の新たな適正配置につ

いて

○委 員 長（村山 邦彦） 日程第 4、議案第 1 号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

○教育施策推進参事 （工藤 正） 議案第 1 号、北広島団地内小学校の新たな適正配置に

ついて、提案理由のご説明を申し上げます。

北広島団地内小学校の新たな適正配置について別紙のとおり教育委員会の議決を求め

るものであります。

内容でございますが、北広島団地内小学校の新たな適正配置について広葉小学校と若

葉小学校を統合し、その後に使用する校舎については若葉小学校、高台小学校と緑陽小

学校を統合し、その後に使用する校舎については高台小学校が望ましいと考える。ただ

し、保護者・地域の方々の理解を得ながら決定していくこととする、という内容でござ

います。

使用する校舎の選定理由でございますけれども、北広島市立小学校及び中学校通学区

域審議会の答申を受け、本年３月２７日に適正規模、適正配置、校舎選定のための基本

方針を決定していただきました。

適正規模、適正配置につきましては、通学区域審議会の方針を尊重すること、また、

通学区域審議会では統合の組み合わせについての考え方は示していますが、統合後に使

用する校舎については言及しておりません。このため、使用する校舎については教育委

員会で決めていくこと、校舎選定にあたりまして施設の状況、児童の安全に関すること、

地域との関係や周辺環境について検討していくということが、３月２７日に基本方針と

して出されております。

選定する校舎を検討するため、組み合わせ校、広葉小学校と若葉小学校、高台小学校

と緑陽小学校の現状の比較を行って、現地調査を含め勉強会、委員会の協議というかた

ちで行っていただきました。そうした協議を踏まえ、広葉小学校と若葉小学校を統合し、

その後に使用する校舎については若葉小学校、高台小学校と緑陽小学校を統合し、その

後に使用する校舎については総合的に考え高台小学校が望ましいと考えるものでござい

ます。

まず、若葉小学校を望ましいとする理由でございますが、使用可能な教室数について

は、広葉小学校は１７教室、若葉小学校も１７教室と差はございません。保護者の方々

や地域の方々が一番心配されています、通学時の児童の安全に関わること、通学距離等

につきましては、両校を合わせた校区の中で位置関係を見ますと、両校とも比較的校区

の端の方に位置しております。そうした関係から使用する校舎を決めるに際し、通学距

離が有利に働くとは考えにくく、使用する校舎を選定する要素としてはあまり大きくは

ないと考えます。

次に、校舎について見ますと、広葉小学校には段差があり、そこに校舎が立てられて

おり、校舎をつなぐ廊下も１つで端のほうになっております。また、敷地の関係から廊
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下の一部にスロープがあります。こうした関係から、校舎を行き交うための利便性や校

舎内での事故の安全や管理の点から若葉小学校のほうが勝っていると考えられます。

一方、若葉小学校は、敷地が平坦で敷地面積も広く学校を取り巻くように南公園や緑

地がございます。周辺の自然環境において恵まれておりますし、グラウンドの状態も広

葉小学校より良好と考えられます。

したがって、校舎の現状・敷地形状や敷地面積といった施設環境や、学校周辺の自然

環境などから若葉小学校を使用するのが望ましいと考えます。

次に、高台小学校を望ましいとする理由でございます。使用可能な教室数は、高台小

学校は２１教室、緑陽小学校は１７教室と差があります。現在、緑陽小学校にはことば

の教室が設置されております。ことばの教室は市内全域の小学校を対象とした通級学級

であり、今までの経過や交通の便を考えますと統合後の学校においてもことばの教室を

設置していくことになると思われます。そのほかに、特別支援学級の設置も必要になる

と考えられます。そういうことを考えますと、教室数の差は学校選定の要素として大き

いと考えられます。

次に、通学時の児童の安全に関わる通学距離等についてでございますけれども、両校

を合わせた校区の中で位置関係をみ見ますと、緑陽小学校は比較的校区の端の方に位置

しております。高台小学校は中心部に位置しています。このため、統合により通学距離

が短くなる地区も出てきます。

校舎につきましては、高台小学校は職員室が２階にあり、校舎をつなぐ廊下も校舎の

真ん中に位置しています。緑陽小学校との校舎の配置状況等を比較しますと、児童の安

全や管理面、教育活動面等で高台小学校のほうが勝っていると考えられます。

緑陽小学校につきましては、敷地も広く、校舎の建設年度が新しいこともありますけ

れども、グラウンドの状態は高台小学校のほうが良好だと考えております。

従いまして、児童の安全に関する通学距離、教育環境の基礎となる教室数などを考え

ますと、高台小学校を使用するのが望ましいと考えます。よろしくご審議のほどお願い

いたします。

○委 員 長（村山 邦彦） ありがとうございました。今まで私たちは現地調査等を通じて

審議してまいりました。事務局のほうからこれまでの審議、調査結果を踏まえて、事務

局提案のかたちで提出されました。提案の中身は工藤参事から説明されましたとおり、

今年の３月２７日に決定した小学校の適正配置の基本方針に基づき、広葉小学校と若葉

小学校の間では若葉小学校、高台小学校と緑陽小学校の間では高台小学校が使用するの

が望ましいという提案となっております。また、但し書きにありますように、使用する

校舎の選定にあたっては保護者や地域の方々の理解を得たうえで決定したいとしており

ます。以上が提案の内容でありますが、その理由をご説明いただきました。これから審

議するにあたり、はじめに使用する校舎を若葉小学校とするという案から審議していき

たいと思います。ご意見ご質問等ありましたら何なりとご発言いただきたいと思います。

○教育委員（麻生 敏子） ４校を２校に統合するということが決定されまして、いろいろ
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勉強会等をしてきましたが、まず、私が一番悩んだというか、４つの学校を並べてみて

も、絶対的な差は無いわけです。でも、ここで２校にするのであれば、子どもたちがよ

り良い環境の中で学校生活が送れるようなところを選んであげたい、それにはどうした

ら良いのかということでこれからお伺いしたいと思っております。

建築年度を考えると、体育館においては若葉小学校のほうが２年度新しく、大規模改

修については広葉小学校は昭和６３年に校舎のみ行われて、体育館はまだ行われており

ません。ただし、耐震工事は両校ともまだされていないです。ですから、新しい校舎を

選んだときには、早急に耐震工事をやっていただきたいと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） ありがとうございました。今、麻生委員から、４校には特段の

優劣は無いけれども子どもの教育環境を重視するかたちでやってほしいということと、

今ご説明いただいたように若葉小学校が望ましいということでした。何かご意見はあり

ますでしょうか。

○教育委員（長谷川 しづ） 本当に統合が決まってから、どちらか選ばなければいけない

となって、何度か学習会を重ねたり、通学路を歩いたり、校舎の中を拝見したりという

ことを積み重ねながらも、学区が変わるという中での児童、保護者の方たちのお気持ち

を考えると、どちらか選ぶというのは本当に複雑な気持ちですけれども、いつまでも伸

ばすわけにはいきませんので、やはり決めなくてはならないということになります。

今、麻生委員がおっしゃったように児童の安全面を考えますと、広葉小学校は校舎が

３棟に分かれています。そういった意味で安全面や管理の点からみると１本の廊下でし

かつながっていない、そういうことからいいますと安全面では広葉小学校より若葉小学

校ということが考えられると思います。先ほどの説明でもありましたように、急なスロ

ープの廊下もありました。実際に歩いてみて、ずいぶん急だなあと思いました。そうい

うことも広葉小学校の中では感じられましたので、安全性から考えると広葉小学校より

若葉小学校のほうが良いと思います。

それから、もう一つグラウンドの安全性ということを付け足させてください。広葉小

学校は、冬の状況を目で見たわけではありませんけれども、ちょうど雨の上がった後に

行きましたが、すごい水たまりというか小さな池というかそのぐらい溜まっていて、こ

んなに水はけが悪いのか、雨の後のグラウンド使用はどうするのだろうとお聞きしたぐ

らい、使用が心配になる状況を見ました。そういうことを考えても今後使うということ

では、広葉小学校より若葉小学校のほうが良いと考えました。

○教育委員（渡辺 憲介） ２人の委員がおっしゃったように、今回の適正配置の部分につ

きまして、実際に現在校舎が使われている状況ですから、どちらが良いとか悪いとかあ

まり感じないほうがいいのかなと思いながら、今回の適正配置の根本は、団地内の子ど

もの数が減少してきている中で学校が小規模化している。そんな中で、なんとか子ども

たちに複数学級を確保するということの考えだったと思います。現地調査や学習会では、

僕自身もどちらの学校が良いか非常に迷いました。ただ、校舎の比較を見ますと、広葉

小学校は３線という形でスロープでつながっていて、２階に行くためには必ず１階に降
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りてスロープを通らなければいけない。管理の部分を見ますと広葉小学校より若葉小学

校のほうが良いのかなと感じました。

○委 員 長（村山 邦彦） 渡辺委員から若葉小学校が有利となる根拠のお話を伺いました。

ほかに何かございますか。

○教育委員（渡辺 憲介） 会議の中で職員室の位置が出たと思うのですが、広葉小学校は

２階、若葉小学校は１階です。１階と２階どちらが管理上有利かという話がりましたが、

そこのところは、それぞれ一長一短があるのではないかということで、職員室の位置は

どちらの校舎を選ぶかという面では、あまり影響しないという感じがしております。

○教育委員（麻生 敏子） その点ですけれども、この２校を考えるとなおさらそういう感

じがします。広葉小学校の場合は職員室が２階にありながら校舎が３棟になっている。

そういう意味で、一度１階に降りてまた次の棟に行くということになりますので、２階

にあっても２階の機能を果たさないというようなことがいえると思います。職員室の配

置ということを考えると、平面で見られる若葉小学校が管理面では良いのではないかと

思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 教育長何かありますか。

○教 育 長（白崎 三千年） そうですね、周辺環境、学校の教育活動を展開するうえで、

各種公園を含めて、周辺環境を考慮しながら検討する必要があったと思いますけれども、

若葉小学校にしても広葉小学校にしても、周辺環境はほぼ同じような状態であったとい

うことですね。幼稚園、保育園との連携も、どちらの学校を選んでも十分可能です。今、

委員の方々がおっしゃったように、日常の教育活動を展開するうえでの現校舎の施設面

を中心として考えたときに、より若葉小学校のほうが総合的に考えて機能的であるとい

うことで、このような提案をさせていただいておりますので、私も若葉小学校が使用す

る校舎として妥当であると考えております。

○教育委員（麻生 敏子） 交通面でお話したいと思いますけれども、だいたい今、小学生

の通学距離は２キロ以内ということに北広島市は設定しておりますけれども、若葉小学

校を使うとすると、ロイヤルシャトーが一番遠いことになります。私たちは勉強会の時

に実際に歩いてみましたが、団地の中の小学校は交通面でとても恵まれているではない

かなと思います。たとえば、中央通を横断するところは２箇所ありますけれども、どち

らにも横断歩道と信号機がついています。そして、ロイヤルシャトーのほうから北進町

を回ってきたとしても緑道などが通学路として考えられるし、トリムコースを通っても

若葉小学校に通って行ける。交通というのはとても恵まれているのではないかと思いま

す。ただ、身体がちょっと弱いとかいったときには、バスなり自家用車なりを使うお子

さんが出てくるかもしれませんが、それは教育委員会からの補助も場合によっては可能

というお話を聞いていますので、若葉小学校に通うことになってもなんら問題はなので

はないかと思います。私たちがゆっくり歩いてみても、片道１８分から２０分ぐらいし

かかかりませんでした。

○教育委員（長谷川 しづ） 通学に関して、単純に通学距離で推し量ることはできないと
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は思います。季節や天候状況などが加味されるものだと思います。それはどこの地域にい

ても同じことですけれども、それを加味しても、道路状況、国道を渡るということもない

し、他の地区、大曲とか西の里、輪厚など車のとても多いところを渡らざるをえない環境

の中にいる子どもさんと比べるとそういうこともありません。下校時の中央通の交通量も

確認いたしましたが、車の量も非常に少ない。朝のラッシュ時の交通量についてもお聞き

いたしましたが、国道に比べ、非常に少ない状況にあると思われます。車の台数からすれ

ば、横断歩道も安全かと思いますが、車の台数だけではなく、環境が変わる、学校が変わ

ることにより通学方向も変わるという不安があると思います。そういった不安ということ

に対しては、地域の方々とか、家庭でのお子さんと親御さんとの常日頃の話し合いや学校

での交通安全指導を十分やっていただき、協力をお願いし、子どもさんの安全を確保して

いただきたいと思います。

○教育委員（麻生 敏子） 敷地のことを考えた場合のことでございますが、将来児童数が

増えたり、または、学級の人数が変更になった場合のことを考えますと、敷地の広いほう

が良いのではないかと考えます。若葉小学校には現在の校舎のほかに、まだ建て増しする

という敷地がございます。そういった面を考慮していかなければならないと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 将来的には、小規模化していくと予想されます。しかし、場合

によっては、麻生委員がいわれますように児童数が増加する場合も考えられないわけでも

ない。したがって、使用する校舎の広さ、増築が可能かどうかということも含めて考えて

おく必要があるかもしれません。

私自身も南町に住んでいて若葉小学校の周辺状況も知っているつもりでございます。

ほかにご意見がなければ委員会としてのまとめをしたいと思います。

それでは、改めて私のほうからおはかりいたしますが、広葉小学校と若葉小学校の統

合後に使用する校舎について、皆様方の意見を伺った結果、若葉小学校が望ましいという

ことでよろしいでしょうか。

（各委員 同意する。）

○委 員 長（村山 邦彦） それでは、緑陽小学校と高台小学校の審議に入らせていただきます。

何かご質問ご意見等ありましたらどうぞ。

○教育委員（麻生 敏子） 高台小学校と緑陽小学校につきましては、高台小学校が、平成９～

１０年に大規模改修、緑陽小学校が平成１３～１４年に大規模改修を行っており、学校が非

常にきれいな状態にあります。

しかし、使用可能な教室数が高台小学校は２１教室、緑陽小学校が１７教室ということで

差があります。統合した場合に、特別教室やことばの教室を確保しなければなりません。今

は、大丈夫ではありますが、将来的に児童数の変化や学級編制の基準が変更となった場合に

すぐに対応できなければ困ることになります。そういうことから、教室数に余裕のある高台

小学校が望ましいのではないかと考えます。
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○教育委員（長谷川 しづ） 私も、教室数の余裕ということから考えまして、使用可能な教室

数が高台小学校は２１教室あります。緑陽小学校が１７教室ということであります。今後の

ことを考えますと、教室数に余裕のある高台小学校のほうが良いのではないかと思われます。

○教育委員（渡辺 憲介） 児童数の将来的なことを考えますと、昨年度、全国的な出生数も２

万人ほど増えたということもありますし、団地の中が今後どうなるか予測はつきませんが、

４教室の差というのは大きいのではないかと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 教室をいくつ持っているか、教育活動は普通学級や特別教室、特殊

学級も必要となりますので、施設の余裕ということは一つの判断材料になるのではないかと

思います。そのほかございませんか。

○教育委員（長谷川 しづ） 校舎全体から見ますと、高台小学校には玄関まで急なスロープが

ありますが、その点に関しましては、障害者用の対応はできているということでございます。

実際に中に入ってみますと、明るく、開放感があり、その中で子どもたちが過ごすというこ

とは良いことではないかと思っています。

また、職員室の配置でありますが、高台小学校が２階にあって、緑陽小学校が１階となっ

ています。高台小学校は、主に２階に児童の教室があり、特別教室が１階にあります。そう

いったことから、子どもの状況を把握しやすいといった配置の状況も良いのではないかと思

います。登下校時の安全性の面で、職員室は１階が良いということも考えられますけれども、

安全確保のため玄関が施錠され、インターホンが設置されていること、登下校時には、先生

が玄関で児童の安全を確認していると伺っております。そうしたことから、日常活動での安

全確保の面からいえば、職員室は２階にあったほうが良いのではないかと思います。そうし

た、職員室の配置の面から考えても、高台小学校が良いのではないかと考えております。

○委 員 長（村山 邦彦） 職員室の配置は校舎の構造、児童の安全確保の面、立地条件もある

かと思います。高台小学校は、上がってすぐ職員室があるという印象を受けます。

○教育委員（麻生 敏子） 環境で見ますと高台小学校にしても緑陽小学校にしても、公園に囲

まれていて、総合学習や遊びなどに積極的に使われるところだと思います。そして、高台小

学校のグラウンドですが、高低差がありますが、その高低差を逆に利用し、冬場にはスキー

学習用の良好なスロープを作っている、環境を生かし工夫していることは素晴らしいことで

はないかと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 通学路の通学距離ですが、実際に歩いてみて小学生が歩く距

離としては無理のない距離だと感じられました。それと、通学路の周辺環境ですが、不

審者が出没すると伺いましたけれども、これは市が対応するということではなく、地域

全体で対応する、不審者は場所などを選びません。地域のご協力を是非いただきながら

という点を考えますと、距離的には無理な距離ではないと思います。感情的になるかも

しれませんが、北広島団地内の通学路は、自然に恵まれ、特別危険な箇所を通らなくて

も通学できると身をもって感じました。

○教 育 長（白崎 三千年） 通学の方法によって距離が遠くなるといったことに対する保

護者の皆様方の抵抗感、より遠くになることに対する不安感、確かに快適な通学路ではあ
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りますが、ご理解をいただけるような丁寧な説明をしていきながらこの問題については取

り扱っていかなければならないと思っています。ただ、緑陽小学校、高台小学校の関係を

見ますと、第３住区と第４住区のほぼ中心となるのが高台小学校ということで、第４住区

の方は、高台小学校になれば一部近いという方も出てきます。高台小学校と緑陽小学校の

部分につきましては位置関係が提案をさせていただく上での重要な要素であったという

ことでございます。

○教育委員（渡辺 憲介） 中央通を横断することになりますが、広葉小学校、若葉小学校

の場合は、２ケ所とも信号機が設置されています。高台小学校、緑陽小学校の場合は、高

台小学校の横の横断歩道には信号機が設置されていません。新しい通学路を通る子どもも

いますので、そういう面では、信号機の設置はなかなか難しいとは聞いているのですけれ

ども、信号機をつけていただくよう働きかけしていくとか、交通安全指導の徹底などは必

要ではないかと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 高台小学校は、玄関前がスロープになっていて、下校時の様子

はつぶさには見ていませんが、玄関前にたむろするという状況もあるかもしれません。中

央通をまたぐ際に信号機がないという状況ですので、できるだけ信号機の設置が望ましい

のではないかと考えます。

○教 育 長（白崎 三千年） 信号機対策などについて補足させていただきます。

○管理部長（小菅 敏博） 信号機は基本的に公安委員会が設置をしております。公安委員

会はその年度によって予算の範囲で全道をみながら設置しております。北広島市としても、

毎年、町内会や各種団体から春先に要望が上がってまいります。市民生活課が窓口になり

ますが、信号機や歩道などといった交通安全施設に関する要望がかなり上がってまいりま

す。子どもたちが通っている通学路についても信号機の設置の要望が上がって、まいりま

す。当然、教育委員会にも要望が上がってきますが、窓口を一本化して公安委員会に要望

しております。今、委員の皆様からお話がありましたので、今後統合が考えどおり進んで

いくとした場合、関係機関に要望してまいりたいと考えております。

○委 員 長（村山 邦彦） そのほかございませんか。

○教育委員（麻生 敏子） 子どもたちは学校と家庭、地域で守っていかなければならない

と思います。危険な通学路については、ボランティアの方々の協力を得て見回り隊の方々

が出て見回っていると聞いております。そうしたこともあって、私は各住区に１校の学校

があるのが良いのではないかと思っています。そこに学校があるという地域住民の方の考

え、思い入れというのがあると思います。また、災害や地震といった場合、何かあったと

きに一番安全な場所が学校であると思います。２校が１校になり、ほかに使われるとした

場合、避難場所として使うことが可能かということも考えておかなければならないのでは

と思っています。学校は、地域に一番密着したところではないかと考えますから、各住区

に一つずつの学校をおいた方が良いと思っています。

○教育委員（長谷川 しづ） 学校を地域の拠点とする意味から必要だと思います。そうい

った意味から、高台小学校、若葉小学校といった配置を選択していくことは良いことだと
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思っています。

○委 員 長（村山 邦彦） 今、麻生委員からご発言のあった可能な限り、地域の親しみの

持てる場所としての学校。人口がどんどん減ってくる場合はそれも許されなくなってきま

すが、まちづくりの視点、まちの文化度を高める施設ということからも可能な限り学校が

適正に配置されている、バランス良く地域に配置されることが望ましいかもしれません。

○教 育 長（白崎 三千年） 今回の件はそのとおりではありますが、そのことをもって住

区にある学校を残すということではないのですので。先ほどから論議になっていますが、

将来の少子化傾向がどうなっていくのか、まちづくりの中で、人口、家庭数でいえば数が

増える可能性との関係、そうしたことですのでご理解をお願いいたします。

○委 員 長（村山 邦彦） ほかにございませんか。いずれの学校を使用するに当たっても、

それぞれの学校でそれぞれの教育活動が行われている。統合後の学校にそれぞれの学校の

良い点を引継いでいただきたいということは、今までの論議の中でもありました。

それでは、ご意見が出尽くしたような感じがありますので、高台小学校と緑陽小学校

の統合において使用する校舎についてまとめさせていただきます。

多くの委員さんの意見は、高台小学校と緑陽小学校の場合においては、高台小学校が

望ましいというご意見が多かったように思います。したがいまして、高台小学校と緑陽小

学校の統合において、統合後の使用する校舎については、高台小学校が望ましいというこ

とでよろしいでしょうか。

（各委員 同意する。）

○委 員 長（村山 邦彦） それでは、広葉小学校と若葉小学校の統合においては若葉小学

校、高台小学校と緑陽小学校の統合においては、高台小学校が望ましいとの結論といたし

たいと思います。

この２校にするに当たり、ご質問や意見がありましたらご発言していただきたいと思

います。

○教育委員（長谷川 しづ） 何度も何度も同じことを言いたい気持ちなのですが。どちら

の学校を使用するにしても、今、各学校で行われている貴重な授業というのがあると思い

ます。例えば、交流授業とか、今、核家族の時代といわれていますが、こういうときに高

齢者の方とか、地域の方たちとの交流を図るとか、お年よりや体の弱い人たちと触れ合う

ことによっていたわりの精神を学ぶとか、普段はなかなか学ぶことができないことを大事

にしていただきたいと思います。今、行っている素晴らしいことを是非、学校と保護者と

協議の上で続けていっていただきたいと思います。

また、通学時の安全を確保する意味から、現在行われている、地域で子どもたちを守る

という活動を続けていっていただきたいと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 今、長谷川委員からご発言がありましたが、新しく使用される

校舎は、新しい学校になる。どちらかの学校がどちらかの学校に吸収されるという吸収統
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合ではなくて、新しい学校をつくるという考えで統合が進められていまますので、今後、

関係者の方々で構成されると思われます特別な組織では、これまで以上に優れた学校をつ

くりあげていくような構想をつくっていただきたいと思います。学校の統合は、保護者・

地域の方々に大きな影響を与えることと思います。教育長から何かご発言がありましたら

お願いいたします。

○教 育 長（白崎 三千年） 前回に引き続き、統合後に使用する校舎につきましてご論議

をいただきまして有り難うございました。３月に、団地の中の４校を２校にする基本方針

を決定してから使用する校舎をどちらかにするか、様々な観点を上げて、現地調査を含め

検討されてきたわけであります。本日、さらにご論議をいただきました。通学区域審議会

の中でもいろいろな論議があったわけですけれども、教育委員会としてどちらの校舎を使

用するということを提案させていただいた訳でございます。新しい学校をつくるという観

点で、使用する校舎は若葉小学校と高台小学校が望ましいという決定を受けて、具体的に

進めてまいりたいと考えておりますが、地域の皆さんのご理解を得ながら進めていかなけ

ればならないと思っておりますので、今後、それぞれの学校の保護者の皆さん、小学校に

入学していないお子様をお持ちの保護者の皆さん、それぞれの地域の皆様方にも説明会を

行い、意見や要望をお聞きしながら理解をいただくということで進めてまいりたいと考え

ております。

○教育施策推進参事（工藤 正） 議案のとおり決定していただきましたので、今後、保護

者・地域の方々への説明会を行い、理解を得たいと考えております。

明日、小学校の終業式ですので学校を通じ保護者への案内文を送り、８月１日から８

月８日の間で、小学校の保護者への説明会を行っていきたいと考えております。また、８

月１６日から２４日の間で、４地区と就学前の保護者に対する説明会を行っていきたいと

考えております。まず、1 回目の説明会を実施したいと考えておりますが、いろいろな事

情もあると思われますので、できるだけ機会を捕えながら、その後も随時説明会を行って

いきたいと考えております。

○委 員 長（村山 邦彦） 説明会の日程について説明がありました。大変重要なことです

ので、教育委員会の考え方を関係の方々にご理解をいただくよう、また、広くご意見を募

っていくようにしていただきたいと思います。



北広島団地内小学校の新たな適正配置について

北広島団地内の小学校の新たな適正配置について、広葉小学校と若葉小学校
を統合し、その後に使用する校舎については若葉小学校、高台小学校と緑陽小
学校を統合し、その後に使用する校舎については高台小学校が望ましいと考え
る。
ただし、保護者・地域の方々の理解を得ながら決定していくこととする。

記

使用する校舎の選定理由

北広島市立小学校及び中学校通学区域審議会の答申を受け、本年３月２７日
に適正規模、適正配置、校舎選定のための基本方針を決定した。
校舎の選定は、基本方針に基づき、統合校の組合せである広葉小学校と若葉

小学校、高台小学校と緑陽小学校の施設面や児童の安全に関することなどにつ
いて検討を行い、総合的に判断した。

１、若葉小学校を望ましいとする理由
使用可能な教室数において広葉小学校、若葉小学校に差は認められない。
通学時の児童の安全に関わる通学距離については、両校を併せた校区の中

で位置関係をみると、両校とも比較的校区の端の方に位置しているため、使
用する校舎を選定する要素としては大きくないと考えられる。
校舎については、広葉小学校は敷地の関係から複雑な構造となっているた

め、利便性、児童の安全管理の面で若葉小学校が勝っていると考える。
また、若葉小学校は、敷地が平坦で、敷地面積も広く、学校周辺の自然環

境においても恵まれており、グラウンドの状態も広葉小学校より良好である。
したがって、校舎の現状・敷地形状や敷地面積といった施設環境や学校周

辺の自然環境などから若葉小学校を使用するのが望ましいと考える。

２､高台小学校を望ましいとする理由
使用可能な教室数は、高台小学校は２１教室、緑陽小学校は１７教室と差

がある。現在、緑陽小学校にことばの教室が設置されており、統合後の学校
においてもことばの教室、特別支援学級の設置を考えると教室数の差は学校
選定の要素として大きいと考える。
通学時の児童の安全に関わる通学距離については、両校を併せた校区の中

で両校の位置関係をみると、緑陽小学校は比較的校区の端の方に位置するの
に対し、高台小学校は中心部に位置している。このため、統合により通学距
離が短くなる地区もある。
校舎については、高台小学校の方が職員室や教室の配置状況から、児童の



安全管理面及び教育活動面で勝っていると考える。
また、緑陽小学校は敷地も広く、校舎の建設年度も新しいが、グラウンド

の状態は高台小学校の方が良好である。
したがって、児童の安全に関する通学距離、教育環境の基礎となる教室数

の関係などから高台小学校を使用するのが望ましいと考える。


